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近畿中国森林管理局森のひろば

２０１０

　
年
頭
の
ご
挨
拶

近
畿
中
国
森
林
管
理
局
長
　

朝
比
奈
　
清

　

平
成
22
年
の
輝
か
し
い
新
春
を
迎
え
、
謹
ん
で
新

年
の
御
挨
拶
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

皆
様
に
は
、
ま
す
ま
す
御
健
勝
で
新
年
を
お
迎
え

の
こ
と
と
心
か
ら
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

  

さ
て
、
昨
年
を
振
り
返
り
ま
す
と
、
一
昨
年
秋
の

い
わ
ゆ
る
リ
ー
マ
ン
・
シ
ョ
ッ
ク
に
端
を
発
し
た
不

況
が
国
内
の
林
業
・
木
材
業
界
に
深
刻
な
影
響
を
及

ぼ
し
た
年
で
あ
り
ま
し
た
。
特
に
、
新
設
住
宅
着
工

戸
数
の
落
ち
込
み
が
大
き
く
、
こ
れ
に
伴
う
木
材
需

要
不
振
や
価
格
の
下
落
に
よ
り
、
林
業
・
木
材
業
界

の
採
算
性
が
一
層
低
下
す
る
な
ど
極
め
て
厳
し
い
状

況
と
な
り
ま
し
た
。

　

一
方
で
、
森
林
は
水
源
か
ん
養
や
災
害
防
止
、
癒

し
の
場
と
い
っ
た
機
能
の
ほ
か
、
地
球
温
暖
化
を
防

止
す
る
二
酸
化
炭
素
吸
収
源
と
し
て
の
役
割
や
、
再

生
可
能
で
炭
素
を
固
定
す
る
木
材
や
木
質
バ
イ
オ
マ

ス
の
供
給
源
な
ど
と
し
て
も
注
目
さ
れ
、
森
林
に
対

す
る
国
民
の
関
心
も
一
層
高
ま
っ
て
き
た
の
で
は
な

い
か
と
思
わ
れ
ま
す
。

  

我
が
国
は
国
土
の
約
７
割
が
森
林
に
覆
わ
れ
る
森

林
国
で
す
が
、
そ
の
４
割
を
占
め
る
戦
後
植
栽
さ
れ

た
人
工
林
は
成
熟
期
を
迎
え
つ
つ
あ
り
ま
す
。
地
球

温
暖
化
対
策
に
も
貢
献
す
る
健
全
な
森
林
に
し
て
い

く
た
め
に
は
、
間
伐
を
は
じ
め
と
す
る
適
切
な
森
林

管
理
を
行
い
、
生
物
多
様
性
に
富
む
多
様
な
森
林
づ

く
り
を
行
っ
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
こ

の
た
め
に
は
間
伐
材
も
含
め
た
国
産
材
の
利
用
拡
大

を
図
っ
て
い
く
こ
と
も
不
可
欠
で
す
。

  
近
畿
中
国
森
林
管
理
局
で
は
、
こ
う
し
た
情
勢
を

踏
ま
え
、
①
間
伐
等
の
森
林
整
備
事
業
の
積
極
的
推

進
、
②
森
林
共
同
施
業
団
地
な
ど
民
有
林
と
国
有
林

の
連
携
、
③
低
コ
ス
ト
路
網
と
高
性
能
機
械
の
組
合

せ
に
よ
る
効
率
的
な
森
林
整
備
と
木
材
の
安
定
供

給
、
④
里
山
の
再
生
や
森
林
の
生
物
多
様
性
向
上
、

⑤
森
林
環
境
教
育
や
「
森
林
の
市
」
の
開
催
等
を
通

じ
た
森
林
・
林
業
や
木
材
利
用
の
Ｐ
Ｒ
な
ど
に
積
極

的
に
取
組
ん
で
参
り
ま
し
た
。　
　
　
　
　
　
　
　

　

ま
た
昨
年
は
集
中
豪
雨
等
に
よ
る
大
規
模
な
災
害

が
発
生
し
、
多
数
の
犠
牲
者
や
山
地
災
害
を
も
た
ら

し
ま
し
た
。
近
年
、
こ
の
よ
う
な
気
象
災
が
多
発

し
て
お
り
、
人
々
の
暮
ら
し
の
安
全
・
安
心
を
確

保
す
る
た
め
、
災
害
に
強
い
森
林
づ
く
り
や
施
設

整
備
が
大
切
で
あ
る
と
再
認
識
し
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
。

  

本
年
に
お
き
ま
し
て
も
引
き
続
き
こ
の
よ
う
な
取

組
み
を
着
実
に
進
め
て
い
く
と
と
も
に
、
新
た
な

工
夫
に
よ
り
、
健
全
な
森
林
・
林
業
・
木
材
産
業

や
地
域
の
活
性
化
に
貢
献
で
き
る
よ
う
局
署
挙
げ

て
努
め
て
参
る
所
存
で
す
の
で
、
皆
様
方
の
よ
り

一
層
の
御
理
解
、
御
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願

い
申
し
上
げ
る
次
第
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

最
後
に
、
皆
様
方
の
本
年
の
御
多
幸
と
御
健
勝

を
祈
念
い
た
し
ま
し
て
、
年
頭
の
御
挨
拶
と
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

オオクワガタの棲
す

める森づくりの取組
の一貫として行われた小学生らによる
ドングリ拾い（箕面国有林）

どんぐり拾い

近畿中国森林管理局長・兵庫県知事・
森林農地整備センター近畿北陸整備
局副局長の 3者による「美しい森林
づくりに関する覚書」を締結
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トピックス

　【近畿中国森林管理局】１１月５日、近畿中国森林管

理局大会議室において、第９９回国有林野管理審議会

を開催しました。

　国有林野管理審議会は、森林管理局長の諮問に応じ、

国有林野の管理及び処分について調査審議し、意見を

述べることを目的とする森林管理局の附属機関で、学

識経験者や地方公共団体、関係行政機関の委員計１５

名で構成されています。　

  

   当日は、審議に先立ち空席となっていた会長選出を

行い、新会長として水原京都府立大学名誉教授を選出

しました。その後、水原会長と朝比奈森林管理局長が

挨拶した後、審議案件の現況等について説明。

　委員からは「市の都市計画マスタープランとの調整」

や「売払い後の市道工事における法面緑化」などにつ

いて意見が出され、慎重な審議が行われました。

  その結果、審議案件については諮問どおり承認され、

審議会会長から森林管理局長に答申されました。

　今回の審議案件は次のとおり  

◎　第４８０号議案

      楊梅山国有林の一部を道路用地として高槻市に売

　 り払うこと。

国有林野管理審議会の開催

審議案件の説明に聞き入る委員

地域ニュース

　「黒
く ろ こ

河山国有林をきれいに！」ＯＢが
　清掃活動で大活躍

　【福井森林管理署】　１１月５日、大阪地方国有林退

職者の会敦賀支部（中谷孝男支部長）の会員と敦賀旭

土建株式会社の職員、当署の職員の２１名が参加し、

敦賀市の近郊林である黒河山国有林の黒河林道周辺の

清掃作業を行いました。

　当日、午前９時に現地集合し、まず当署総務課長が「清

掃活動にご協力いただき有難うございます」と謝意を

述べ、次いで中谷支部長が「我々が現役時代にお世話

になった黒河山国有林でＯＢが集えることを嬉しく思

います。みんなで黒河山をきれいにしましょう」と黒

河山国有林への思いと清掃活動への意気込みを語りま

した。

　

　松原森林官の作業説明の後、約８ｋｍの区域を４班

に分かれ、不法投棄ゴミの回収作業を開始しました。

２時間の作業で放置バイク、古タイヤ、空き缶、クー

ラー、パソコン、テレビ等の不法投棄ゴミを回収し、

全員で苦戦しながらも分別作業を行い、４ｔ車１台と

２ｔトラック１台を満杯にして、市内の清掃センター

や処分場へ持ち込み作業を終えました。　

  作業数日前から現地踏査、地元敦賀市への協力依頼

等に積極的に活動していただき、当日も元気に活躍さ

れるＯＢのみなさんに感謝する一日でした。

回収した不法投棄ゴミを分別する参加者

第 20 回ふれあい森林教室の開催　　
（児童がじっちゃん、ばっちゃんと世代交流）

　【島根森林管理署】さわやかな秋晴れの中、安来市

立南小学校（松田美保子校長）5 年生児童 19 名を安

来市の美しい里山整備モデル林「安寿の森吉田」とし

て設定されたエリア（吉田国有林 8ha）内の東
あずまや

屋があ

る広場（2 林班）に迎え「第 20 回ふれあい森林教室」

を開催しました。

  ふれあい森林教室は、安来市立南小学校並びに吉田

寿会（小川規矩夫会長）の方々及び当署が平成 2 年か

ら 19 年間にわたって継続して取組んでいる行事で、

この日は、地元安来市から近藤宏樹市長にもご参加い

ただき、ヤマモモの大苗木３本を東
あずまや

屋の東側に位置す

る歩道沿いの林内に、記念植樹しました。

　慣れない手つきでスコップを握る子ども達は、額に

汗をかきながら、将来苗木が大きくなり、大粒のヤマ

関連ホームページ
http://www.kinki.kokuyurin.go.jp/hukui/
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モモが食べれるように、期待を込めて植樹を行い、各
のサイン入りの標柱を埋設しました。

　職員による紙芝居では、「森林からの贈り物」と題し

て、森林の働きや木材生産の森林を作るために必要な

事などについて、理解を深めてもらう為に、クイズと、

どんぐりのプレゼントも交えながら子供らの笑顔と熱

い視線を引きつけていました。

　巣箱作り体験は、４班に分かれ、巣箱の材料になる

板をノコギリで、切ることを職員や吉田寿会の方々か

らてつだってもらい、戸惑いながらも出来上がった巣

箱にそれぞれ名前を書き込み、完成した巣箱を達成感

の表情でみてました。

　巣箱を完成した後、近くの森から野鳥の声が聞こえ

る林内に、ハシゴを利用して、１個ずつ鳥に利用して

もらえるように、それぞれ思いを込めて、かけていき

ました。その他、森林散策しながらのネイチャーゲー

ムに児童や引率の先生らも熱中し、すっかり森のファ

ンになっていました。

　閉講式では、参加した子ども達から「きょうは、森

林のことがたくさん勉強でき、楽しかったです。巣箱

作りの体験もできて、いい思い出になりました」と感

想があり、いろんなことを学んだ子ども達は、「ありが

とう。さようなら」と元気な声で大きく手を振って帰っ

ていきました。

木
の
幹
に
巣
箱
を
か
け
る
様
子

巣
箱
を
作
る
児
童
達

関連ホームページ
http://www.kinki.kokuyurin.go.jp/shimane/

 　旧
きゅうしょうざん

城山国有林で森林教室開校！
　（ゲームと木の実拾いで秋の里山を満喫）

　【鳥取森林管理署】前日の雷雨から一転、秋晴れの好

天に恵まれた１０月１５日、鳥取市にある旧城山国有

林「遊々の森」に鳥取市立中ノ郷小学校の１年生６６

名を迎えて森林教室（森のハイク）を実施しました。

この「遊々の森」は、平成１６年に鳥取森林管理署と

中ノ郷小学校で協定を締結したもので、「ＧＯ・郷・ふ

れあいの森」と名付けられています。以来、森林内で

の様々な体験活動を通じて、人々の生活や環境と森林

との関係について理解と関心を深めるためのフィール

ドとして活用されています。

　さて、当日は、「山に入るのは初めて」という児童が

大半を占めるなど、少々緊張気味の面持ちの子どもた

ちでしたが、岸田次長の歓迎の挨拶に続き、横山イン

ストラクターの「じゃんけんゲーム」で一気に緊張が

ときほぐれた様子。原田森林官の「森の歩き方」の説

明をわくわくした表情で聞いた後、担当職員を先頭に

５～６名の１２班編成で遊歩道を散策しながら一路、

雁金山（△ 140m）の頂上を目指しました。

　途中、人工林ゾーンでは、遊歩道端に置かれた鉛筆

や消しゴムなど日頃の勉強で慣れ親しんだ文具を探す

「ネイチャーゲーム」を体験、隠れたものを発見する喜

びを、それぞれの表現で楽しんでいました。

　

　また、中腹以降の天然林ゾーンではコナラやクヌギ

の「ドングリ拾い」に夢中となり、ガイド役の職員も

進行に四苦八苦。腕白盛りの子どもたちの元気の良さ

に圧倒されながら、無事に頂上にたどり着いたときに

は、スタッフは皆安堵の表情でした。

　頂上では、ドングリに関する○×ゲームで一喜一憂。

鳥取市内を一望する雁
かりかね

金山山頂に大きな歓声が響き渡

りました。

　あっと言う間に過ぎた２時間の行程。小学校までの

帰り道では、一生懸命集めたドングリの袋を片手に「ま

た遊びに来たい」「今度は家族で登りたい」「集めたド

ングリで作る工作が楽しみ」などの感想を語り合う声

が途切れることはありませんでした。

遊歩道を歩き頂上を目指す児童達ゲームを通じて自然を満喫する児童達

関連ホームページ
http://www.kinki.kokuyurin.go.jp/tottori/

社寺修復に使用の植樹ヒノキ観察　              
（春日奥山古事の森散策と興福寺特別参拝）
　【奈良森林管理事務所】社寺の修復に使う樹齢２00

～４00 年の木材を確保するために奈良市内の地獄谷

国有林に設定した、「春日奥山古事の森」で奈良県内や

京都市、大阪市から参加した 20 人が、植樹した木の

生育状況を見ながら林内を散策しました。
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 森
も り

林のギャラリー（局庁舎 1 階 )

関連ホームページ
http://www.kinki.kokuyurin.go.jp/yamaguchi/

お知らせ

　【展示スケジュール】

　１月２9 日まで　　　管内スキー場展

　２月１日～２月１２日　　

　「グループ対抗里山デジカメ選手権」　入賞作品展示

関連ホームページ
http://www.kinki.kokuyurin.go.jp/wakayama/

　http://www.rinya.maff.go.jp/kinki/policy/business/　
　sitasimou/gallery/index.html

　【和歌山森林管理署】１１月１８日、保護伐実施箇所

において人工林の生物多様性保全機能を高めつつ持続

可能な林業生産のための低コスト化を図る森林施業方

法等の試験・検討を行い、今後の人工林の扱い方の一

例を事業の中で示すことを目的とし、学識経験者等を

委員とする「森林の多様性保全型低コスト林業検討会」

を開催しました。

　

　今回は、６月に行った第１回検討会における保護伐

等の実施方法や植生調査方法の検討結果を踏まえ、西

ノ河国有林での実施状況から、①伐採から搬出までの

低コスト化、②再造林の低コスト化、③森林の生物多

様性保全 ( 植生調査 ) について検討しました。午前中

は現地での検討を行った後、午後からは場所を移して

意見交換を行いました。委員からは「下刈の簡略化」

等について活発な質問が出され、有意義な検討会とな

　　　森林の多様性保全型　　　　　
　　低コスト林業検討会の開催

AM: 前方の現地を見ながら説
明に聞き入る参加者

PM:委員の方々との意見交換会の様子

滑
なめらやま

山 国有林で育樹活動（ニッセイの森）

　【山口森林管理事務所】　滑山国有林（山口県山口市

徳地）において、日本生命保険相互会社山口支社の社

員や当所職員、総勢百二十三人が参加して除伐や下刈

りなどの育樹活動を行いました。

  安全作業について説明を行い、防蜂網を被って作業

を始めると、真剣な眼差しで鎌を握って作業に打ち込

み、自分の刈払った箇所を見て「気持ちいいですね。」

との声が聞こえてきました。その一方で、不慣れな道

具での作業からか、「この鎌、なぜ切れないのですか。」

と四苦八苦しながら職員の指導を受けている光景も見

受けられました。

　

　昼食後の紙芝居では、子供達が若手職員の巧みな話

術とパフォーマンスに見入り、初めて食べるアケビを

頬張りながら森林の役割について学習しました。

　また、その後に開催した木工教室では、森林インス

トラクターによる指導のもと、終了時間を忘れてモッ

クン等の制作に取り組んでいました。

先輩の指導のもと慣れない手つきで雑草を刈る子供達

関連ホームページ
http://www.kinki.kokuyurin.go.jp/nara/

柳生街道を散策する参加者 参加者で記念撮影

　
参加者は、「春日奥山古事の森」の高さ２ｍ程に成長し

たヒノキの生育を観察した後、紅葉した柳生街道、春

日原始林を散策しました。

　また、世界遺産に登録されている興福寺の特別参拝

では、東金堂と国宝館を見学し、住職から興福寺の歴

史や仏像についての話があり、参加者はメモを取りな

がら熱心に聞いていました。

　参加者から「奈良は木造建築物の宝庫。後世に残せ

るよう雑草の下草刈りにも協力したい」等の感想が寄

せられ、有意義な一日となりました。

りました。次回は来年秋、保護伐等の事業実施結果と

植生と植栽調査状況について検討会を開催する予定です。


